
苗木運搬の省力化技術研修会を開催しました！

12月17日（水）に、森林整備の省力化に向けた取組を推進するため、苗木運搬の省力

化技術研修会を開催しました（共催：江の川下流流域林業活性化センター、島根県公社

造林推進協議会、浜田地方農林業振興協議会、島根県）。

研修会では、午前は現場でのドローンによる苗木運搬及びコンテナ苗運搬車（斜楽）

による植栽作業の実演を予定していましたが、あいにく雨天となったため、コンテナ苗

運搬車の実演のみとなりました。午後からは、林野庁職員からドローンに関する法令等

の講演と、石央森林組合職員から苗木運搬に向けた取組状況の報告を行いました。

参加者からは、コンテナ苗運搬車の実演については「緩傾斜地での作業では省力化に

つながる」や「走行性や操作性は改良が必要」、午後からの座学については「ドローン

関係の法令を再認識できた」といった意見が寄せられました。

労働強度が大きく、労働災害の発生率が高い林業分野において、就業者を確保してい

くためには、現場作業の省力化を図っていくことが重要です。今後も関係機関と連携し、

課題解決に向けた取組を進めていきたいと考えています。

コンテナ苗運搬車の実演の状況

林野庁職員による講演

浜田林業部トピックス（1２月号）

石央森林組合職員による報告
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